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河川法改正の流れ河川法改正の流れ

治水・利水の
体系的な制度
の整備

・水系一貫管理制度の導入
・利水関係規定の整備

＋

昭和39年(1964年)

治水治水 利水利水

近代河川法の誕生

明治29年（1896年)

治水治水

治水・利水・環境の
総合的な河川制度
の整備

・河川環境の整備と保全
・地域の意見を反映した
河川整備の計画制度
の導入

平成9年(1997年)

治水治水 利水利水

環境環境



河川整備基本方針、整備計画策定の流れ河川整備基本方針、整備計画策定の流れ



国土交通省ホームページより抜粋国土交通省ホームページより抜粋
(H18.11.10(H18.11.10更新更新))

河川整備計画策定済みの河川整備計画策定済みの11級（大臣管理区間）河川級（大臣管理区間）河川



河川整備基本方針決定河川整備基本方針決定

設立準備会設立準備会

第１回流域委員会第１回流域委員会

第２回流域委員会第２回流域委員会

第３回流域委員会第３回流域委員会

第６回流域委員会第６回流域委員会関係住民意見聴取関係住民意見聴取

石川県知事の意見、石川県知事の意見、
関係省庁協議関係省庁協議

河川整備計画の決定・公表河川整備計画の決定・公表

河川整備計画原案の作成河川整備計画原案の作成

河川整備計画素案の作成河川整備計画素案の作成

住民説明会住民説明会 ７会場７会場（出席者数（出席者数146146人人））
情報コーナー情報コーナー ３１箇所３１箇所
集約意見数集約意見数 約約２００件２００件

流域委員会の構成及び委員について流域委員会の構成及び委員について

規約、進め方について。基本方針説明規約、進め方について。基本方針説明

現状と課題について現状と課題について

現地調査現地調査

現地調査を踏まえた現状と課題について現地調査を踏まえた現状と課題について

整備メニューについて整備メニューについて
関係住民の意見把握の手法関係住民の意見把握の手法

整備計画素案について整備計画素案について

（整備目標、整備内容等）（整備目標、整備内容等）

H17.8.26H17.8.26

H17.6.28H17.6.28

H17.1.12H17.1.12

H16.10.18H16.10.18及び及び10.2510.25

H16.9.22H16.9.22

H16.6.23H16.6.23

H16.2.5H16.2.5、、3.193.19

H15.10.14H15.10.14

第４回流域委員会第４回流域委員会

第５回流域委員会第５回流域委員会

手取川水系河川整備計画の策定経緯手取川水系河川整備計画の策定経緯
※※手取川水系流域委員会は、河川整備計画の原手取川水系流域委員会は、河川整備計画の原
案について意見を伺うために設置するもので、河案について意見を伺うために設置するもので、河
川法第１６条の２第３項に基づき、河川に学識経川法第１６条の２第３項に基づき、河川に学識経
験を有する者から構成するものです。験を有する者から構成するものです。

第第７７回流域委員会回流域委員会
整備計画整備計画原原案について案について

H1H188..22.2.200



氏　　名 専門分野 所　　　属 氏　　名 専門分野 所　　　属

玉井　信行 河川工学 金沢大学工学部　教授 宮崎　光二 内水面漁業 石川県内水面漁場管理委員会　委員長

名古屋大学大学院　教授

手取川リバーカウンセラー

いしかわ動物園　飼育第二課長

河川水辺の国勢調査ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

石川県ふれあい昆虫館　館長

河川水辺の国勢調査ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

  石川県総務部総務課　行政情報ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

日本野鳥の会石川支部　副支部長
河川水辺の国勢調査ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

石川県環境安全部自然保護課　課長補佐

河川水辺の国勢調査ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

石川県地域植物研究会　会長

河川水辺の国勢調査ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

前水辺の楽校推進協議会委員長

寺井町立図書館長

手取川七ヶ用水土地改良区　理事長

石川県土地改良事業団体連合会　副会長

作　家

米田 　 満
歴史・文化
文芸・教育

白山地域自然保護懇話会　座長

平野　俊也
歴史・文化
文芸・教育

三田　薫子
歴史・文化
文芸・教育

小堀　幸穂 地域経済 鶴来商工会　副会長

長谷川孝徳
歴史・文化
文芸・教育

石川県立歴史博物館　学芸専門員

高澤　  基 報　　道 北國新聞社　専務取締役

山崎　正夫 地域社会
手取川流域開発期成同盟会副会長
旧尾口村長

車 　幸治 地域社会 手取川流域開発期成同盟会会長

西田　耕豊 地域社会 石川県治水協会会長、川北町長

永井　隆一 地域社会 石川県砂防協会会長、白峰村長

金沢大学工学部　助教授水　　質池本　良子

中村　浩二
自然環境
（生態学）

金沢大学自然計測応用研究センター　教授

農業水利吉田　武雄

自然環境
（鳥類）

中村　正博

※辻本　哲郎 河川工学

佐野 　 修

富樫　一次
自然環境
（昆虫類）

自然環境
（魚介類）

古池  　博

金沢学院大学美術文化学部　教授地下水・地質 藤 　則雄

北陸電力(株)石川支店　技術部長エネルギー鹿島　博史

石川県農業短期大学　教授農業土木村島　和男

野崎　英吉
自然環境
（哺乳類）

北陸地盤工学研究会　前会長地下水・地質中川　耕二

自然環境
（植物）

手取川水系流域委員会委員名簿手取川水系流域委員会委員名簿
（敬称略・専門分野別五十音順）（敬称略・専門分野別五十音順）

※※印印 ：： 委員長委員長
但し、設立当初のメンバー但し、設立当初のメンバー



流域委員会の開催状況流域委員会の開催状況

第１回手取川水系流域委員会

（平成16年6月23日）

第６回手取川水系流域委員会

（平成17年8月26日）

住民の方々への説明会状況住民の方々への説明会状況

平成１６年６月２３日～平成平成１６年６月２３日～平成
１８年２月２０日まで、１８年２月２０日まで、

計７回の流域委員会を開催計７回の流域委員会を開催
し意見を頂いた。し意見を頂いた。

尾口会場（9月12日）
根上会場（9月16日）

手取川流域圏（白山市、小松市、手取川流域圏（白山市、小松市、
能美市、川北町、野々市町）に能美市、川北町、野々市町）に
在住の方々を対象に７会場１４在住の方々を対象に７会場１４
６人の方々に整備計画（素案）６人の方々に整備計画（素案）
の内容を説明し意見の募集をの内容を説明し意見の募集を
行った。行った。



河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関するものもの

手取川の流水の正常な機能を満足する目標流量（正常流量）を確保してほしい。手取川の流水の正常な機能を満足する目標流量（正常流量）を確保してほしい。 等等正常流量について正常流量について

手取川扇状地域の豊富な地下水を利用した企業活動のため、地域住民が利用する地下水が枯渇することが考えられるが、地手取川扇状地域の豊富な地下水を利用した企業活動のため、地域住民が利用する地下水が枯渇することが考えられるが、地
下水の使用規制はどのように考えているのか教えてほしい。下水の使用規制はどのように考えているのか教えてほしい。 等等地下水について地下水について

手取川の水をきれいにしてほしい。濁りをなくしてほしい。手取川の水をきれいにしてほしい。濁りをなくしてほしい。 等等水質について水質について

河川環境の整備と保全に関する河川環境の整備と保全に関するものもの

周辺の自然環境や生物の生息環境に配慮した河川工事をしてほしい。周辺の自然環境や生物の生息環境に配慮した河川工事をしてほしい。 等等環境を活かした環境を活かした川づくりについて川づくりについて

手取川本川の洪水時に支川への内水被害が想定されるが、その軽減対策を教えてほしい。手取川本川の洪水時に支川への内水被害が想定されるが、その軽減対策を教えてほしい。等等内水対策について内水対策について

霞堤の保全と、霞堤周辺の新たな自然環境整備をしてほしい。等霞堤の保全と、霞堤周辺の新たな自然環境整備をしてほしい。等霞堤について霞堤について

手取川ダムの寿命や堆砂対策について教えてほしい。手取川ダムの寿命や堆砂対策について教えてほしい。 等等手取川ダムについて手取川ダムについて

自然に優しく、人が利用しやすい河川空間を整備してほしい。自然に優しく、人が利用しやすい河川空間を整備してほしい。 等等河川敷等の利用に河川敷等の利用についてついて

堤防をもっと強化したほうが良いのではないか。堤防をもっと強化したほうが良いのではないか。 等等堤防の強化について堤防の強化について

支川熊田川、西川と手取川本川との合流点処理を実施してほしい。支川熊田川、西川と手取川本川との合流点処理を実施してほしい。 等等支川支川熊田川・西川について熊田川・西川について

河道内の土砂の堆積や樹木は、洪水時に流下断面の不足等の影響はないのか。また、影響があるとしたら、どのように対応し河道内の土砂の堆積や樹木は、洪水時に流下断面の不足等の影響はないのか。また、影響があるとしたら、どのように対応し
ているのか。ているのか。 等等伐採・河床掘削について伐採・河床掘削について

手取川の基本高水流量を手取川の基本高水流量を6000m3/s6000m3/s、計画高水流量を、計画高水流量を5000m3/s5000m3/sとしているが本当に大丈夫か。としているが本当に大丈夫か。
洪水が発生した場合の地域住民への情報伝達の手段について充実させてほしい。洪水が発生した場合の地域住民への情報伝達の手段について充実させてほしい。 等等基本高水・情報伝達について基本高水・情報伝達について

洪水による災害の防止又は軽減に関する洪水による災害の防止又は軽減に関するものもの

御御 意意 見見（代表的なもの）（代表的なもの）

手取川流域圏の住民の方々からの意見募集手取川流域圏の住民の方々からの意見募集

手取川流域圏（白山市、小松市、能美市、川北町、野々市町）に在住の方々を対象に、ハガキ、ホーム手取川流域圏（白山市、小松市、能美市、川北町、野々市町）に在住の方々を対象に、ハガキ、ホーム
ページ、情報コーナーによる意見募集を行い、ページ、情報コーナーによる意見募集を行い、217217件の意見を集約し整備計画に反映させた。件の意見を集約し整備計画に反映させた。

○○ハガキ：各市町の広報誌と合わせて意見記入用のハガキの付いたチラシを配付し意見募集した。ハガキ：各市町の広報誌と合わせて意見記入用のハガキの付いたチラシを配付し意見募集した。

○○ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：金沢河川国道事務所のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに整備計画素案を公表し意見募集した。ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：金沢河川国道事務所のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに整備計画素案を公表し意見募集した。

○○情報ｺｰﾅｰ：各市町の庁舎、図書館、公民館等に計情報ｺｰﾅｰ：各市町の庁舎、図書館、公民館等に計3131箇所の情報ｺｰﾅｰを設けて意見募集した。箇所の情報ｺｰﾅｰを設けて意見募集した。



手取川の特徴手取川の特徴

平均河床勾配 １／２７

（河口から山頂まで）

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

0 50 100 150 200 250 300 350 400

河口からの距離（km）

標
高
（
m
）

常
願
寺
川

安
倍
川 天

竜
川

利
根
川

信
濃
川

木
曽
川

阿
賀
野
川

黒
部
川

姫
川

手
取
川

１/１００

河床勾配が急である河床勾配が急である

美しい景観美しい景観

田園風景
出典：いしかわの自然百景手取渓谷

豊かな自然豊かな自然

遡上するサケ
トミヨブナ林コアジサシ石の河原

多方面に利用多方面に利用

サケ釣り 野外学習

流れが激しい流れが激しい

洪水流(S9出水）

鶴来／平成10年9月22日洪水
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洪水の立ち上が
りが早い

広大な扇状地を広大な扇状地を
有する急流河川有する急流河川

手取川扇状地

激しい土砂移動

交互砂州(昭和30年)
上流の崩壊地 侵食状況

昭和９年の浸水区域 天井川

洪水流

旧辰口町

旧美川町

一気に広がる浸水域一気に広がる浸水域

豊富な地下水豊富な地下水

河川の伏没 昭和59年（1984）

湧水

下流の電子部品工場



大臣管理区間大臣管理区間

大臣管理区間大臣管理区間

・ダムの適正管理・運用・ダムの適正管理・運用

・堆砂対策・堆砂対策
・水質維持・水質維持

・急流河川の特徴を踏まえた堤防強化・急流河川の特徴を踏まえた堤防強化
・河道内の樹林化対策・河道内の樹林化対策
・氾濫被害の軽減・氾濫被害の軽減
・土砂動態の把握・土砂動態の把握
・良質な水質の維持・良質な水質の維持
・流況の改善・流況の改善
・多様な生物の生息、生育環境の保全・多様な生物の生息、生育環境の保全
・適正かつ多様な河川利用の推進・適正かつ多様な河川利用の推進

・流下能力向上（下流部）・流下能力向上（下流部）

手取川の現状と課題手取川の現状と課題

美しい景観美しい景観

土砂生産の激しい上流域土砂生産の激しい上流域

豊かな自然豊かな自然

河岸段丘を形成河岸段丘を形成

上流の崩壊地上流の崩壊地

手取渓谷手取渓谷

ブナ林ブナ林

手取川ダム手取川ダム

手取川下流部手取川下流部



（１）基本高水のピーク流量、並びにその河道及び洪水調節施設への配分に

関する事項

5,0001,0006,000鶴 来手取川

河道への

配分流量

(m3/s)

洪水調節施設

による調節流量

(m3/s)

基本高水の

ピーク流量

(m3/s)

基準地点河川名

（２）主要な地点における計画高水流量に関する事項

鶴来美川

5,000 m3/s（調節後）

日

本

海

■手取川計画高水流量図■

6,000 m3/s（調節前）

手取川ダム、大日川ダム
（洪水調節施設）

手取川水系河川整備基本方針概要（手取川水系河川整備基本方針概要（H15.10H15.10策定）策定）



河川整備河川整備計画における課題とメニューの関係計画における課題とメニューの関係

●● ：： 主たる項目主たる項目

●● ：： 関連する項目関連する項目
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 ・流下能力の向上 ●●●●●
 ・急流河川の特徴を踏まえた堤防強化 ●
 ・河道内の樹林化対策 ●
 ・ダムの適正管理 ● ●●
 ・氾濫被害の軽減 ●●●● ●
 ・土砂動態の把握 ●

 ・良好な水質の維持 ●●●● ●● ● ● ●

 ・流況の改善 ●●●

 ・多様な生物の生息・生育環境の保全 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●
 ・適正かつ多様な河川利用の推進 ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●●●

（３）河川環境の整備と保全に関する事項

（２）河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項

（１）洪水による災害の防止又は軽減に関する事項

治水対策
（ハード）

治水対策
（ソフト）

地域との協働河川環境

　　　　　　　　　　　　　　　　　　メニュー

現状と課題



手取川水系河川整備基本方針で定めた計画高水流量（鶴来地点：手取川水系河川整備基本方針で定めた計画高水流量（鶴来地点：5,000m5,000m33/s/s））
を流下させることを目標に整備を進める。を流下させることを目標に整備を進める。

流下能力の向上流下能力の向上

メニューメニュー

１）１）下流部下流部のの流下能力不足解消流下能力不足解消

（（①①樹木樹木群の計画的伐採群の計画的伐採、、②②低水護岸低水護岸（重要水防箇所の整備）（重要水防箇所の整備）、、

③③河床掘削河床掘削、、④④砂州の状況に応じて河床掘削）砂州の状況に応じて河床掘削）

２）樋門設置（２）樋門設置（熊田川・西川の合流熊田川・西川の合流部）部）

・築堤・築堤

・適正な樹木管理・適正な樹木管理

0.0
K

0.4K
1.8K

洪水によるフラッシュ
が期待される箇所

③

②
①

1.0
K

2.0
K

④

下流部の流下能力不足解消下流部の流下能力不足解消

樋門の設置

凡例

H.W.Lでの浸水想定区域

浸水面積
A=110ha

整備メニューの概要（主なもの）整備メニューの概要（主なもの）

※※ 1)1)①→④→①→④→2)2)の順番の順番

に整備を実施予定に整備を実施予定
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樹木伐採区間

河道掘削区間

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0 12.0 13.0 14.0 15.0 16.0 17.0

距離標(km)
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画
高
水
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と
の
水
位
差
(
m
)

現況

樹木伐採

河道掘削

Ｈ．Ｗ．Ｌ

計画高水流量（5,000m3/s）流下時の計算水位

河床掘削による水位低下

樹木群伐採による水位低下

河床掘削区間

樹木群伐採区間
現 況

樹木伐採

河床掘削

河川整備後（３０年後）の水位河川整備後（３０年後）の水位

目標達成時の目標達成時の効果効果（ｲﾒｰｼﾞ）（ｲﾒｰｼﾞ）

流下能力の向上流下能力の向上

（計画高水位）



メニューメニュー

・急流河川対策・急流河川対策

①①前腹付け工（盛土等）前腹付け工（盛土等）・・・・流下能力が確保できる箇所・・・・流下能力が確保できる箇所

②②根継工根継工・・・・・・・・・・・・・・・・流下能力が確保できない箇所・・・・・・・・・・・・・・・・流下能力が確保できない箇所

急流河川の急流河川の特徴を踏まえた堤防強化特徴を踏まえた堤防強化

①①計画高水流量が確保できる場合計画高水流量が確保できる場合

計画高水位

前腹付け工

計画高水位

根継ぎ工

②②計画洪水流量が確保できない場合計画洪水流量が確保できない場合

根継ぎ工

洗掘センサー

前腹付け工

H16.10.20台風23号出水で
の侵食状況

整備計画の施工箇所

施工箇所

※※堤防の安全度及び背後地の想定される堤防の安全度及び背後地の想定される
被害状況被害状況より優先区間を設定より優先区間を設定。。

工法選定の考え方工法選定の考え方

対策実施箇所対策実施箇所

急流河川における洪水特有の強いｴﾈﾙｷﾞｰに対する堤防の安全性を確保す急流河川における洪水特有の強いｴﾈﾙｷﾞｰに対する堤防の安全性を確保す
るため、特に危険な区間について質的整備を進め、氾濫被害の防止を図る。るため、特に危険な区間について質的整備を進め、氾濫被害の防止を図る。



※1特に危険な地点での破堤を想定し
た場合の氾濫域（平成16年末時点）

※2河川整備後の氾濫域
(30年後)

目標達成時の効果（試算）
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※1 特に危険な地点とは、平
成15年の河道地形と平成16
年度末時点の施設整備状況
をもとに、想定される洗掘や
侵食により破堤する危険性が
特に高い地点

※2 30年後の氾濫域とは、
急流河川対策等の整備済区
間は、洪水時に破堤しない条
件で氾濫シミュレーションを実
施し、浸水エリアを表した。

3030年後には、年後には、0.5m0.5mを超えるを超える
湛水深の面積が大幅に減少湛水深の面積が大幅に減少
→→床上浸水面積が約床上浸水面積が約1/41/4に減少に減少

湛湛
水水
深深
00
・・
55
mm
以以
上上

急流河川の急流河川の特徴を踏まえた堤防強化特徴を踏まえた堤防強化



バランスのとれた河川環境の保全が図られるよう配慮しつつ、石川県の名の由バランスのとれた河川環境の保全が図られるよう配慮しつつ、石川県の名の由
来となった手取川の原風景である石の河原の復元に向けて取り組む。来となった手取川の原風景である石の河原の復元に向けて取り組む。

メニューメニュー

・砂礫地を好む生物の生息・生育環境

の保全・復元

・環境面にも配慮した適正な樹木管理

・河川工事実施の際には生物の生息環

境に配慮

・環境調査の継続的な実施と河川工事

への反映

現現 在在

昔の石の河原昔の石の河原

多様な生物の生息・生育環境の保全多様な生物の生息・生育環境の保全


